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いうのは，¶エ般的に少ないクラシック人口を思えば

驚きである。会員制という手法が功を奏して，小出

郷文化会館におけるクラシック・コソサ…トの聴衆

動員は飛躍的に増えている。その裏には聴衆の地域

的な広がりもあると思われるが，コソサートのクオ

リティも概ね満足できるもので，これからもシリ…

ズの定着化が望まれる。2005年度ではとりわけ佐野

成宏（テノール）＆堀内康雄（パリトソ〕によるオ

ペラ・アリア（デュエット〕の一夜が深い感銘を与

え（前掲の新聞記事参照〕，ルドルフ・マイスター

のセミナーから巣立ってドイツに渡り，了－テイス

トとして初めての里帰り公演に出演Lたピアニスト

の稲岡千架（新聞記事「新しい成果また一つ」参照〕

と共に，このホールならではのユニークな貢献となっ

た。

筆者が注目したいのは，そういった大きなステー

ジと並行して以前から行われてきたアウトリーチ活

動である。アーティストも運営スタッフも過酷な条

件を乗り越えて広域的に展開されてきたこの一連の

サロソコンサート（統計上の「出前コソサート」〕

が，ホールへの聴衆動員にどれだけ影響を及ばし得

るかについては，以前からさまざまに論議されてき

た。新潟大学の学生たちが運営に関わった初期の頃

にはそれについて確たる手応えはなく，サロンコン

サートでは「地域席」を設けたり「地域割引チケッ

ト」を出したりして，ホ岬ル公演に繋がる積極的な

アピールをすべきだという声もあった。今回の統計

では両者の関連性が僅かながら見えており，回答者

の六割にとってサロソコンサートが文化会館へ足を

運ぶ何らかのきっかけになり得ていることがわかる。

しかし筆者が望むことは，そういったイソタ―リ―

チによってアウトリーチの価値を決めるのではなく，

体力が続く限り会館はこれをやり続けて欲しいとい

うことである。地理的な拡散が大きな労力の重出に

なることは承知だが，イソターリーチにこだわらず，

広い地域の人たちのために常に前向きに切り込むの

がこのホールの宿命だからである。そして，音楽ホー

ルでは考えられないような条件だからこそ生まれ得

た，深い感動に接したからである。

そのためには現在の事業を顧み，どこに力を集結

するか，何を生かすべきか，何を捨てるべきかを精

査することである。プロジェクトの反省はひと通り

するが，そこで得られたものが実際には改良される

ことの少ない実態にはもどかしさを禁じ得ない。

会館の教育的役割とその手法とは

～小出郷文化会館アウトリーチ事業に関する一考察～

淺井美香

1　はじめに

筆者と小出郷文化会館との関わりは2003年，アウ

トリーチ事業にスタッフとして携わったことに始ま

る。以来毎年，時に観客として，時に外部スタッフ

としても関わらせていただいたが，筆者のようにマ

ネジメソトを志す学生にとっては現場で実際に経験

することは何よりも得るものがあり，受け入れて下

さる会館の皆様にはとても感謝している。

‘コソサ―トの裏側を見てみたい’という単純な

興味がそのきっかけであったが，そこで見るもの全

てが筆者にとって新鮮であり，また衝撃的であった。

音楽と社会の接点というこれまで触れたことのなかっ

た概念に触れ，またその多様さを感じ　自分がいか

に狭い視野で音楽を捉えていたかを思い知らされた

からである。スタッフとしての経験から見えてくる

ものは運営上の実務的なノウハウより，音楽のあり

方やその存在価値といったとても大きな，しかし根

本的なテーマであった。そして‘なぜ音楽をするの

か’‘何が大切なのか’といった疑問に，小出郷文

化会館は答えてくれる気がした。それは地域の反応

やア…テイストの音楽観を目の当たりにしたことで，

小出郷文化会館はそんな生の声が聞ける，あたたか

みのある，まさに血の通った会館であると感じてき

たからだ。
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こ の試論は , 筆者の これま で の 会館との関わりと

そ こ か ら感じた こ とを基 に , 資料も踏まえて事業の

成果と課題を考察したもの で ある ｡

2 住民 と事業との接点

さて
, 事業を見て い く に あたり会館 の ビ ジ ョ ソを

確認 して おきた い ｡ どの 事業も ピ ジ ョ ン を達成する

ために 工夫されて おり, ビ ジ ョ ソ は評価す る上 で の

最低基準と なるか ら で ある ｡ そ れは ホ ー ル 建設か ら

絶えず叫ばれて きた ｢ 主役は住民｣ で ある こ と, そ

して ｢ こ の 地域に と っ て｣ ベ ス ト の会館で ある こ と

で ある ｡ つ まり会館とい う ｢ - コ ｣ に地域住民 の行

き来がある こ と , 活発な活動が ある こ とを大 きな目

標と して い る ｡ こ の点に つ い て 住民ア ソ ケ - ト (前

掲) を見て みると , 小出郷文化会館に行 っ た ことが

ある人 の割合は回答の 9 割を超えて い る｡ 来場 ･ 利

用頻度は ｢ 1 年に 1 - 5 回程度｣ との 回答が 8 割起

と最も多く , 行 っ た こ とが あ るも の の そ の 頻度は少

ない とい う傾向が 見られる ｡

こ の 結果か ら ,
ビ ジ ョ ソ は達成 され て い ると読み

取るに は無理が ある と思われる ｡ それ は ピ ジ ョ ン に

お い て は住民の積極 的な参加が 求められて い るか ら

だ｡ こ れ らの項目か らは住民 の積極性 は必ず しも窺

えない ｡ そ こ で , 会館に対する住民 の 意識を知りた

い とい う視点で ア ソ ケ - トを見直すと , 会館の イ メ ー

ジとして ｢地域 の振興と P R ｣ と の 回答が3 割超で 最

も多く , 会館にお い て 活発な活動があると捉え て い

る住民が 多い ようだ ｡ そ して , 会館に 期待す る こと

として ｢ 使い やすい 利用料金｣ に次い で ｢ 会館主催

事業の 内容充実｣ が挙が っ て い る こ とに注目したい ｡

こ の 他 に は ｢ 市民主催行事に対す る支援｣ ｢ 簡素な

利用申 し込み方法｣ ｢ 交通 の 利便性｣ な ど利用に 際

して の 利便性 を求め る声 の 中で , 事業内容に 期待が

かか っ て い る こ とは
, 事業と接点を持ち , 関わ っ て

い きたい とい う住民の積極性 の 表れとも読める の で

はな い だろうか ｡

そ こ で 次に特定の 事業に着目し, 住民が】要点を持

ちや すい 事業内容 ( つ まり住民 の ニ ー ズ や関心) に

つ い て 考察して い きたい ｡ 『小出郷文化会館事業評

価報告書』 に よれば ,
オ ー プ ソ か ら の1 0 年間 に実施

された主 な主催事業は3 7 本,
そ の うち音楽関係の も

の は2 7 本 で あ っ た ｡ それ らは事業に対す る住民 の 関

わり方とい う視点か ら次の 2 つ に分額で きる ｡ 1 つ

は
, 住民が聴衆と して関わ る コ ン サ ー ト型の プ ロ グ

ラ ム ｡ こ こ に は会館以外の 場所で実施する サ ロ ン ･

コ ソ サ ー ト や学校訪問な どの ア ウ トリ ー チ事業も含

まれ る ｡ もう 1 つ は
, 音楽に親しむ住民が 互い に交

流し, 講習を受け
,
発表すると い う セ ミ ナ ー 系プ ロ

グラ ム で ある ｡ こ こ で は住民は聴衆と して 関わるだ

けで なく , 出演者と して , また受講生と して能動的

に関わ っ て い く こ とが で きる ｡ つ ま り事業の 中身を

住民 も 一 緒に な っ て作 っ て いくため
,
住民 の ニ

ー ズ

に即 して おり, 接点を持ちやす い と考えられる ｡ そ

こ で
,

` `

聴く
' '

と い う受動的 な関わ りに な っ て しま

い が ちな コ ン サ
ー

ト型 の プ ロ グ ラ ム に着目し, 接点

を探 っ て みたい ｡

小出郷文化会館の コ ン サ ー ト型プ ロ グラ ム は実に

幅広 い ジ ャ ン ル にわた っ て展開されて い る｡ 代表的

なもの と して
,
ク ラ シ ッ ク で は ｢ 魚沼響きの 森 コ ン

サ ー ト ･ シ リ ー ズ｣ , ジ ャ ズ で は ｢ 響き の 森ジ ャ ズ

フ ェ ス テ ィ バ ル｣ , ポ ッ プ ス で は ｢ ヤ ン グ ポ ッ プ ス

コ ン サ
ー

ト｣ や演歌歌手の ｢ お楽しみ企画｣ が挙げ

られる｡ まず
,
こ れら の事業 へ の 参加状況を見 て み

ると (文化会館主催事業で参加 したも の上位10 事業) ,

｢ お楽しみ企画｣ 1 3 . 8 % ,
｢ 響き の 森 ジ ャ ズ フ ェ ス

テ ィ バ ル ｣ 1 2 . 3 % ,
｢ 魚沼響きの 森 コ ン サ ー ト ･ シ

リ
ー ズ｣ 8 . 2 % と続く ｡ さらに

, 参加 した人の うち ,

ど の くらい の 人が特に 印象に残 っ たと回答して い た

か そ の割合を見ると ,
｢ ヤ ソ グ ポ ッ プ ス コ ン サ

ー

ト｣

( 河村隆
一

, 川嶋あい , 平原綾香らが 出演) が7 3 . 7

% と最も高く , 続 い て ｢ 響き の森 ジ ャ ズ フ ェ ス テ ィ

バ ル｣ 5 4 . 0 % とな っ て い る ｡

こ れら の 数字か ら読み取れる こ とは
,
住民 の 関心

は出演者の 知名度に あり, 出演者を知 っ て い るか否

か が事業参加に 大きく影響して い る の で はない か と

い う ことだ ｡ 確か に住民 は聴衆と して参加する プ ロ

グ ラ ム にお い て は , 参加 の き っ か けとなる接点を出

演者に求め る の は当然の こ とと思わ れる｡ ふだん音

楽に接する機会 の ない 人は なお さらで あろう ｡ こ の

点を考えると ,
｢ うおぬ ま響きの森 コ ソ サ - 卜 ･ シ

1) - ズ｣ で セ ッ ト券購入 の お客様に, コ ソ サ ー ト前

に出演者の イ ソ タ ビ ュ
ー を掲載した コ ン サ ー ト ･ ガ

イ ドを送る の は
,
住民に と っ て は出演者を知る ,

つ

ま り コ ソ サ
ー ト に接点を持つ ため の

,
重要な架け橋

とな っ て い る と言 えそ う で ある ｡

そ し て
,

コ ン サ ー ト型プ ロ グ ラ ム の 中で も小 出郷

文化会館の特色ある事業の 1 つ が
,
サ ロ ン ･

コ ン サ ー

トや学校訪問な どの ア ウ トリ ー

チ事業で ある ｡ 音楽

に親しみの ない 人や ホ ー ル は敷居が高い と思 っ て い

る人
,
地理的な面か ら会館ま で は 足を運びにく い 人

の ために多種多様な場所で 行う こ の 出前 コ ン サ ー ト
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は
, 会場 の 意外性な どか ら当然 ,

住民に と っ て も話

題に 上がる事業で あると筆者は思 い 込ん で い たが ,

そ の 知名度は実際に は ア ソ ケ ー ト回答者の1 4 % 程度

と低 い もの で あ っ た ｡ こ こ数年はサ ロ ソ も学校訪問

も 1 年に1 0 回前後と数多く行われて い るだ 桝こ, こ

の 数字に は疑問を感じるが , 鑑賞回数を尋ねた項目

で は ｢ 1 回｣ と の記入 が56 . 6 % で 回答 の 過半数とな っ

て い て
, より幅広 い 層 - の P R , そ の 方法の 検討が

期待される｡ また, 出前 コ ン サ
ー トを鑑賞した こ と

が小出郷文化会館に足を運ぶ き っ かけとな っ て い る

と答えた人が ,
6 5 . 2 % い る こ とか らもそ の 検討 の価

値は十分あると言えそ うだ ｡

こ こま で 見てく ると, 1 つ の 問題 に ぶ つ か る｡ そ

れは
,
住民 の 関J L と事業の 質とが必ずしも噛み合 っ

て い な い と い う問題で ある ｡ そ の 例として ,
ル ド ル

フ
･ マ イ ス タ ー 教授に よる ピ ア ノ 公開講座が 挙げら

れる｡ これは全国的に 見て も珍しい事業で ,
そ の 質

の 高さと共に 注目されて い るが , 住民の 理解は乏 し

い とい う現状が ある ｡ 確か に ,
こ の事業の 対象者は

全国か ら集まる ピ ア ノ専門生 で あり ,
住民 は接点を

持ちづ らい ｡ また ,
そ の 質の 高さゆえに か え っ て 近

寄りが たい と思 っ て しまうと い う ジ レ ン マ もある ｡

住民 は事業と の接点を出演者 ( そ の有名度や 身近さ)

に見出 して い ると捉えると, 事業の 中身はなか なか

取り上げられ ない 話題な の だろうか ｡ ｢ 主役は住民｣

と掲げる小出郷文化会館にと っ て , 住民 の関心や ニ
ー

ズ に答え て い く こと は大前提だが, そ こ で 止ま っ て

しま っ て い る感が ある ｡

小出郷文化会館に は, 住民の理解が得られる よう

に積極的な事業の P R に 努めて もら い た い の はもち

ろん , 地域芸術 レ ベ ル の更なる発展,
また住民 の 芸

術に対す る意識向上 - の 取り組みを期待 した い ｡ そ

れは会館が, 地域に 対する教育的な役割も担 っ て い

ると考えるか らで あ る ｡

3 会館の教育的役割 - ｢ 感性を育てる｣

この 役割は , 小出郷文化会館 の 4 つ の テ ー マ ･ コ

ン セ プ ト の 1 つ ｢ 子 どもた ちの感性を磨く場｣ に相

当する｡ こ こ で考えた い の は ｢感性を磨く｣ とは ど

うい う ことか と い う こと で ある ｡ ア ウ トリ
ー チ事業

の学校訪問 コ ン サ ー ト にお い て , 子どもた ちが音楽

と出会い , 楽しん で い る様子は ,
筆者も外部 ス タ ッ

フ と して実感して きたし, 共 に そ の喜びを味わ っ て

きた｡ 子 どもた ちの 笑顔は事業に 対す る満足感を示

して くれるが ,
しか しそ の 本当の 成果を教えて はく
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れな い ｡ ｢ 感性 を磨く｣ と は ｢ 感性を育て る｣ と言

い換えられると思う ｡ 育て られたはずの 2 0 代層の 約

6 0 % は 1 回も参加 して い な い と い う現実を見ると ,

そ の成果に は疑問を感じる ｡

｢ 感性を育て る｣ ため に は , 子どもたちの 意識を

音そ の も の に向けさ せ なければ い けない ｡ そ して ,

音が どの ように して 音楽と して 成り立 っ て い るか を

実感させ なければ ならない ｡ そ の 耳を育て て こそ ,

自発的に音楽を楽しめる大人 になる, つ まり後に な っ

て 数値と して表れ て く る の で は な い だろ うか ｡ 問題

は, そ の ため の働きと して 会館は何を して きたか ,

または何が で きるか で ある ｡

筆者が こ の問題に つ い て考えるように な っ た の は ,

あ る
一

つ の 経験か らで あ っ た ｡ そ れは2 0 0 5 年 7 月 ,

パ ー カ ッ シ ョ ソ奏者池上英樹氏 の サ ロ ン ･
コ ン サ ー

ト に ス タ ッ フ と して 関わ っ た時の こ と で ある｡ 池上

氏 と行動を共にす る 中で , ア
ー

テ ィ ス トと して聴衆

に何を伝えた い か とい う彼の 姿勢に 感動し, そ れを

聞く前と後で は ス タ ッ フ として の 意識の持ち方に変

化 が 生 じた ｡
`

い い コ ン サ
ー

ト に した い !
' `

彼 の

音楽を聴い て もら い たい !
'

と強く感じた の を覚え

て い る｡ そ の 気持ちが あるか らこ そ , 運営上 の 実務

的な仕事も細かな配慮を持 っ て や れる のだと身をも っ

て学ん だ ｡

さ て
, 小出郷文化会館の そ ん な ｢細か な配慮｣ は ,

常に住民 ( つ ま りは聴衆) の視点に立 っ て い ると筆

者は感 じて きた ｡ サ ロ ン ･
コ ン サ ー ト で は

, 音楽に

親しみ の ない 人に どう したら楽しん で もらえ るか ,

聴衆の興味を引くように ,
また地域の コ ミ ュ ニ テ ィ ー

の場として コ ン サ ー トが働くように 工夫され て い る ｡

だ が会館が行 っ て い る これ らの 工夫が, 聴衆の 意識

を音そ の も の に 向けさせ る もの で あ るか どうかを考

えてみ ると
,
決して大 きく はうなずけない ｡ もちろ

ん これ らの 工夫は必要で はあるが , 音楽を聴く手助

けに過ぎない ｡ 音楽と接点を持た せようと して , 育

楽以外の事柄を持ち出す ことは, 音楽に対するイ メ
ー

ジは広 げられるが , そ の 分, 漠然と した雰囲気を味

わうことに終始して しまう｡ 実際, 池上氏の コ ソ サ
ー

ト で は , 運営とい う側面が , 聴衆の 意識を散漫に し

て しま っ て い ると感じた場面もあ っ た ｡ こ れ で は音

か ら音楽を感じる耳 は育た ない の で は な い だろうか ｡

運営す る側に も音楽の 専門的な知識がか なり要求さ

れると い う こ とだと思うが , 具体的な方法論は筆者

にと っ て も今後の課題で ある ｡




